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新しく開発 された注射用Cephamych系 抗生剤T-1982の 臨床的検討を複雑性尿路感染症19例

について行なった。

投与方法は1日19を 朝夕2回 に分け,one-shot静 注で5日 間行なった。

総合臨床効果は19例 中,著 効2例,有 効5例,無 効12例 で有効率は37%で あった。しかし,投 与

前にP.aeruginosaお よびafaecalisが 検出された8例 を除いた11例 の有効率は著効2例,有 効

5例,無 効4例 で有効率は64%で あった。

細菌学的効果は,25株 中消失16株(64%),存 続9株 で,本 剤投与後に新たに出現した菌はR

amginosa,S.faecalisを 含 む12株 であった。

臨床検査値の異常は1例 に,s-GOT,A1-Pの 上昇がみられたが,本 剤投与終了後1カ 月目には

正常値に復した。

T-1982は 富山化学工業(株)と科研化学(株)とで共同開発

中の新しい注射用Cephamycin系 抗生剤でFig.1の 構

造式を有する。本剤は各種細菌産生の β-lactamaseに 安

定で,グ ラム陽性菌およびグラム陰性菌に対 して広範囲

な抗菌スペクトラムを有する。また,本 剤の血中におけ

る半減期は約100分 で,大 部分が未変化体のまま尿中お

よび胆汁中に高濃度で排出され,尿 中排泄率は8時 間で

約80%で あること1)か ら,泌 尿器科領域の複雑性尿路感

染症に対して本剤の有用性が大いに期待されるため,臨

床的検討を行なったので報告する。

1.臨 床 成 績

1)対 象患者および投与方法

対象患者は昭和56年4月 から昭和56年6月 までの間に

岡山大学付属病院及び関連病院各泌尿器科に入院中の複

雑性尿路感染症を有する19例 で,そ の内訳は慢性腎孟腎

炎3例,慢 性膀胱炎16例 であつた。

Fig. 1 Chemical structure of T-1982

年齢は58歳 から86歳(平 均75歳)ま でで,性 別は男17

例,女2例 であった。

投与方法は全例0.59を 朝夕2回,one-shot静 注 で,

投与日数は5日 間とした。

臨床効果判定は,UTI薬 効評価基準(第2版)お よび

その補遺2,8)に 従って行なった。

2)臨 床効果

(1)分 離菌の うちP.aerugionsa,S.faecalisを 含む症
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Table 1 Clinical summary of complicated UTI cases treated with T-1982 (1)

(0. 5g•~2/day i. v., 5 days treatment)

C. C. P. : Chronic complicated pyelonephritis

C. C. C. : Chronic complicated cystitis

B. P. H. : Benign prostatic hypertrophy

Table 2 Clinical summary of complicated UTI cases treated with T-1982 (2)

(0. 5g•~2/day i. v., 5 days treatment)

C. C. P. : Chronic complicated pyelonephritis

C. C. C. : Chronic complicated cystitis

B. P. H. : Benign prostatic hypertrophy
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Table 3 Overall clinical efficacy of T-1982 in complicated UTI

(0. 5g•~2/day i. v., 5 days treatment)

Table 4 Overall clinical efficacy of T-1982 classified by type of infection

(0. 5g•~2/day i. v., 5 days treatment)

Table 5 Bacteriological response and strains appearing after T-1982 in complicated UTI

(0. 5g•~2/day i. v., 5 days treatment)
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Table 6 Relationship between MIC and bacteriological response in T-1982 treatment

No. of strains eradicated/No. of strains isolated

例 に 対 す る臨 床 効 果(Table1)

8例 全 例 無 効 で あ った 。 ま た,P.aeruginm,S.fae-

calisは す べ て存 続 した。 混 合感 染 例 は4例 あ り,そ の

分 離 菌 の う ちP.mirabilis,P.morganii,E.agglomerans,

S.saprohkyti`us,C.diversu3お の お の1株 計5株 は す べ

て 消 失 した 。

(2)分 離 菌 の う ちP.amginosa,S.faecalisを 含 ま な

い症 例 に 対 す る臨 床 効 果(Table2,3)

上 部 尿路 感 染 症2例,下 部尿 路 感 染 症9例 を 含 む計11

例 中,著 効2例,有 効5例,無 効4例 で有 効 率 は64%で

あ っ た 。 そ の う ち混 合感 染 症 は1例 の み で上 部 尿 路 感 染

症 で あ り,P.cepacia,S.ePidermidisが 分 離 きれ たが 両

者 共 消 失 した 。 次 に,単 独 感 染 症 例10例 の分 離 菌 の推 移

に つ い て み る と,Alcaligmes,K.pneumoniaらCitrobao-

terの お の お の2株 お よ びP.mirabilis,E.coliの お の

お の1株 は 消 失 した が,そ の う ち1Ramgimsa,S.fa伊

calis,fungusへ 菌 交 代 した もの が6例 あ っ た 。&mar-

6escmsは2株 中,消 失1株,不 変1株 で あ っ た 。

また 感 染 様 式 か ら み た有 効 率 はTable4の ご と くで

あ り,カ テー テル 留 置 例7例 中,有 効4例,無 効3例 で

有 効 率 は57%で あ っ た 。

3)細 菌 学 的 効 果(Table5,6)

19例 か ら分 離 され た25株 中,消 失16株(64%),存 続

9株 で,存 続 の 内訳 はP.aerugino3a5株,S.faecalis

3株,Smarecdcens1株 で あ った 。 本 剤投 与後新 た に出

現 し た 菌 はP.aeruginosa2株,A.calmoeticus1株,

S.faecalis6株,Candida3株 で あ っ た。

細 菌 学 的 効 果 をT-1982のMIC(接 種 菌 量106/m1)

との 関係 で み たの がTable6で あ る。MICが25μ9/m1

以 下 の10株 中9株 が消 失 し,50μg/ml以 上 の12株 中P,

aerugino5a5株,S.fauali53株 は全 株 存 続 したが,E

morganii,Citrobacter,E.agglomerans,Aloaligenes各1

株 は す べ て 消 失 し た。

4)副 作 用(Table7)

19例 に本 剤 を投 与 し,前 後 の 血 液 像,s-GOT,s-GPT,

Al-P,BUN,Creatinineを 検 討 した。

血 液 像,BUN,Creatinine,s-GPTで は 本剤 の影 響 と

考 え られ る異 常 は認 め られ な か っ た 。s-GOT,Al-Pに

つ い て は 症 例2で 有 意 の上 昇 が み られ,臨 床 経過 な どと

考 え合 わ せ て本 剤 の影 響 と考 え られ た。 しか し,本 剤投

与 後1ヵ 月 目 の検 査 で は正 常 値 に 復 して い た。他 に本剤

に よ る と考 え られ る 自他 覚 的 副作 用 は全 例 にお いて認め

られ なか っ た。

II.考 按

T-1982は,各 種 細 菌 産 生 の β-lactamaseに 安定な

Cephamycin系 抗 生 物 質 で,グ ラム 陽性 菌 お よ びグ ラム

陰 性 菌 に対 して 広 範 囲 な抗 菌 ス ペ ク トラ ムを有 し,特 に

Bnterobaoter,Serratia,Proteus,Bacteroidesな どに対 して
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は従来のCephem系 薬剤に比べて さらに強い抗菌力を

示 し,か つin vitroよ りin vivoの 効果が優れている

という特長がある"と されている。

本剤を1日19朝 夕2回 に分 け,one-shot静 注 にて

5日 間連続投与し,泌 尿器科領域の複雑牲尿路感染症に

対する有用性を検討した。

総合臨床効果は19例 中,著 効2例,有 効5例,無 効12

例 で有効率は37%で あったが,従 来のCephamycin系

抗 生 剤 が無効 とされているP.aeruginosaお よびS.

faecali3が 投 与前に検出された8例 を除く11例 の有効率

は著効2例,有 効5例,無 効4例 で有効率は64%で 満足

すべき成績であった。11例 中,留 置カテーテル群は7例

で有効率は57%で あ り,非 留置群は4例 で有効率は75%

で あった。

細菌学的効果は,19症 例から本剤投与前に14菌 種,25

株が分離きれ16株(64%)が 除菌 された。存続した9株

の内訳はP.aeruginosa5株,S.faenlis3株,S.mar-

oescms1株 であり,本 剤のMIC(接 種菌量106/ml)と

の関係でみ ると,S.marcescensは12.5μ9/m1で あっ

たが,Ramginosaお よびS.faecalisは 全株100μg/

m1以 上の耐性株であった。個々の菌種については14菌

種にわたり,各 菌種株数が少なかったため詳細な検討が

できなかったが,E.coli(1株),K.Pneumoniae(2株),

Rmirabilis(2株),P.morganii(1株),Citrobactre

(3株),E.agglomerans(1株),P.cepuia(1株),Al.

nlなmes(2株)の 一 般 グ ラ ム陰性 桿菌 お よび ブ ドウ糖

非 発 酵 菌 ・S.ePidermidis(1株),S.saproohytims(1

株)の グ ラ ム陽 性 球 菌 は す べ て 消 失 し た。 す なわ ち 筑

aerugimsaお よ びS.faecali3を 除 い た17株 中16株(94

%)消 失 とい う,高 い 除 菌 率 を認 め た。 ま た,MIC(接

種 菌 量106/m1)が25μg/m1以 下 の もの は10株 中9株

消 失 した が,50μg/ml以 上 の もの の う ちP.morganii,

Citrobacter,E.agglomerans,Alcaligmes各1株 もすべ て

消 失 し た。

臨 床 検 査 値 異 常 につ い て は,1例 にs-GOT,A1-Pの

上 昇 が み られ た が,本 剤 投 与 終 了 後1ヵ 月 目 には正常値

に 復 した 。 他 に 自他覚 的 副 作 用 を認 め た症 例 はな く,本

剤 の 複 雑 性 尿 路 感 染症 例 に お け る有 効 性,安 全 性,有 用

性 を確 認 しえ た 。

文 献

1) 第29回 日本 化 学 療 法 学 会 西 日本 支 部総 会, 新薬シ

ンポ ジ ウム1, T-1982抄 録 集, 1981

2) 大 越 正 秋, 他: UTI薬 効 評 価基 準 (第二 版)。

Chemotherapy 28: 321～341, 1980

3) 大 越 正 秋, 他: UTI薬 効 評 価 基 準 補 遺。

Chemotherapy 28: 1351～1358, 1980



VOL.30 S-3 CHEMOTHERAPY 813

CLINICAL EVALUATION OF T-1982 IN

COMPLICATED URINARY TRACT INFECTION

NORITAKA ISHITO, MASAAKI OKIMUNE, KAZUTOYO MIYATA,

NOBUYUKI AKAZAWA, HIDEO KAMATA, HITOSHI TAKAMOTO

and HIROYUKI OHMORI

Department of Urology, Okayama University, Medical School

(Director: Prof. H. OHMORI)

ATSUSHI KONDO
Department of Urology, Okayama Red Cross Hospital

KATSUICHI NANBA
Department of Urology, Okayama City Hospital

TSUYOSHI SHIRAGAMI
Department of Urology, Okayama Saiseikai Hospital

YASUHIRO KATAYAMA
Department of Urology, Tamano City Hospital

TERUAKI AKAEDA
Department of Urology, Tsuyama Central Hospital

1) Nineteen patients suffering from complicated urinary tract infection (3 upper U.T.I. and 16
lower U T. I.) were treated with T-1982.

2) T-1982 was administered 1 g daily by intravenous injection for 5 days.
3) The result was excellent in 2 cases, moderate in 5 cases, poor in 12 cases and the rate of effec-

tiveness was 37%.
4) In 11 cases except 8 cases infected with P. aeruginosa or S. faecalis, it was excellent in 2 cases,

moderate in 5 cases and poor in 4 cases (the rate of effectiveness was 64%). The rate of effectiveness in 7
cases with indwelling catheter was 57%.

5) Bacteriological outcome was as follows: Of 25 strains isolated, 16 strains were eradicated and 9

persisted.
6) As abnormal clinical laboratory values, temporal elevation of s—GOT and Al—P were observed in

1 case.


